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（1）

日
本
語
に
流
入
し
た
漢
語
に
は
、
よ
み
に
よ
っ
て
意
味
が
変
わ
る
と
い
う
よ
う
な
も
の
が
存
在
し
て
い
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
「
仰
天
」

も
そ
の
一
例
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
日
本
文
献
に
於
け
る
「
仰
天
」
は
一
体
ど
の
よ
う
に
訓
ま
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
ず
そ
の
点
に
つ
い
て
古
辞
書
と
古
文
献
の
用

例
を
挙
げ
な
が
ら
考
え
て
み
よ
う
。
但
し
、
今
回
管
見
の
か
ぎ
り
で
は
、
鎌
倉
時
代
以
前
成
立
の
古
辞
書
に
は
「
仰
天
」
が
収
録
さ
れ
ず
、



節
用
集
を
中
心
と
す
る
室
町
時
代
の
古
辞
書
に
は
殆
ど
そ
の
存
在
を
確
認
で
き
た
。
何
故
、
「
仰
天
」
は
鎌
倉
時
代
以
前
の
古
辞
書
に
載
っ
て

い
な
い
の
か
。
そ
れ
は
、
次
に
掲
げ
る
日
本
文
献
に
於
け
る
「
仰
天
」
の
使
用
状
況
を
示
す
表
か
ら
分
か
る
よ
う
に
「
仰
天
」
が
日
本
語
に

流
入
し
た
当
初
は
一
語
と
し
て
で
は
な
く
「
天
ニ
（
ヲ
）
仰
グ
」
と
い
う
連
語
形
式
で
使
用
さ
れ
て
い
て
、
語
単
位
と
し
て
は
扱
わ
れ
な
か
っ

た
た
め
、
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
鎌
倉
時
代
ま
で
の
「
仰
天
」
は
辞
書
に
収
録
さ
れ
う
る
ほ
ど
に
使
用
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
も
理
由
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
よ
う
。
一
方
、
鎌
倉
時
代
あ
た
り
か
ら
「
仰
天
ス
」
と
い
う
字
音
よ
み
が
登
場
す
る
よ
う
に
な

っ
た
た
め
、
一
語
と
し
て
室
町
時
代
の
古
辞
書
に
は
掲
載
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
古
辞
書
に
於
け
る
「
仰
天
」
の
よ
み
を
挙
げ
て
み
る
。
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キ
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キ

ヤ
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彿
混
据
恋
（
文
明
本
節
用
集
8
3
3
①
）
仰
天
狂
讐
明
応
五
年
本
節
用
集
1
7
。
⑦
）

ギ
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ギ

ヤ
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テ

ン

ツ

ブ

ス

キ

モ

ヲ

仰
天
お
ど
ろ
く
也
（
和
漢
通
用
集
3
7
1
②
）
仰
天
潰
レ
膿
　
（
苦
言
字
考
節
用
集
1
2
①
）

の
よ
う
に
、
今
回
調
査
し
た
か
ぎ
り
の
古
辞
書
で
は
い
ず
れ
も
「
仰
天
」
を
字
音
よ
み
の
一
漢
語
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て

古
文
献
に
お
け
る
「
仰
天
」
は
次
の
例
の
示
す
が
如
く
「
仰
天
ス
」
と
い
う
字
音
よ
み
の
他
に
連
語
と
し
て
扱
っ
て
、
「
天
二
仰
グ
」
と
訓
読

（2）

さ
れ
る
例
も
認
め
ら
れ
る
。
無
論
よ
み
の
不
明
な
「
仰
天
」
も
少
な
か
ら
ず
見
え
る
。

◎
テ
　
◎
ヲ
カ
ム
◎
ヨ
モ

脆
て
拝
　
四
l
方
を
。

◎
一

テ
　
こ
　
ウ
タ
テ
カ
フ

王
祥
仰
天
姦
相
好
、

伸
助
導
て

㊨

コ

ヒ

給

　

㊤

イ

　

㊥

ヒ

サ

メ

フ

ル

而
所
。
即
　
雷
て
大
　
　
雨
。
（
岩
崎
本
日
本
書
紀
巻
2
4
皇
極
紀
6
8
）

㊥
コ
ヒ
タ
　
　
　
㊥
イ
　
㊥
ヒ
サ
メ
フ
ル

◎
マ
フ

（
中
山
法
華
経
寺
蔵
三
教
指
帰
注
3
8
ウ
③
）

俳
レ
矢
軋
乱
ッ
ス
レ
ト
モ
（
六
地
蔵
寺
善
本
遍
照
発
揮
性
霊
集
巻
五
1
7
8
②
）

二

　

　

　

シ

テ

ヲ

仰
天
（
返
点
）
高
馨
（
東
寺
観
智
院
蔵
注
好
選
上
オ
1
6
①
）

テ

ニ

　

　

　

　

ク

仰
天
（
返
点
）
嘆
日
（
同
右
上
ウ
2
4
②
）

二

　

テ

ニ

　

ク

臥
地
一
仰
天
二
云
（
高
山
寺
明
恵
上
人
行
状
（
上
山
本
）
巻
中
1
1
6
⑨
）

先
仰
天
シ
テ
敬
畏
テ
（
明
恵
上
人
資
料
第
一
・
栂
尾
明
恵
上
人
物
語
3
3
7
①
）

「
仰
天
」
の
　
よ
　
み
　
と
　
意
　
味
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陰
陽
師
心
得
ず
仰
天
し
て
　
（
宇
治
拾
遺
物
語
1
4
0
）

日
本
文
献
に
於
け
る
「
仰
天
」
は
右
記
の
用
例
の
よ
う
に
二
通
り
の
よ
み
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
で
は
、
両
種
類
の

よ
み
が
　
「
仰
天
」
　
の
意
味
に
ど
う
関
わ
る
の
か
。
果
し
て
そ
の
よ
み
の
違
い
に
よ
っ
て
意
味
の
差
異
が
認
め
ら
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
検
討

し
て
み
た
い
。
そ
れ
に
先
立
っ
て
、
そ
の
出
自
と
な
る
中
国
語
の
本
来
の
意
味
は
如
何
な
る
も
の
か
を
先
に
明
ら
か
に
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
。

一
、
中
国
文
献
に
於
け
る
　
「
仰
天
」

こ
の
項
で
は
具
体
例
を
挙
げ
な
が
ら
中
国
語
の
「
仰
天
」
　
の
意
味
用
法
に
つ
い
て
考
究
し
て
み
た
い
。

1
両
郭
子
碁
隠
凡
而
坐
、
仰
天
而
嘘
。
（
荘
子
・
斉
物
論
第
二
）

南
郭
子
素
は
楚
の
昭
王
の
庶
弟
で
あ
り
、
南
部
は
子
素
が
住
ん
で
い
た
所
を
指
す
。
「
仰
天
」
は
子
幕
が
門
人
の
子
源
と
問
答
す
る
場
面
で

使
わ
れ
て
い
る
。
「
南
部
子
碁
が
ひ
じ
か
け
に
覚
れ
て
坐
り
、
天
を
仰
い
で
ほ
っ
と
息
を
吐
い
た
」
と
い
う
文
意
と
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
「
仰

天
」
は
顔
を
上
に
向
け
て
上
の
方
を
見
る
と
い
う
意
味
を
表
す
と
考
え
ら
れ
る
。

2
貴
子
仰
天
歎
日
、
嬰
所
不
唯
忠
於
君
利
社
稜
者
是
輿
、
有
如
上
帝
。
（
春
秋
左
氏
伝
・
裏
公
2
2
年
）

撞
抒
が
景
公
を
君
に
立
て
自
分
は
そ
の
宰
相
と
な
り
、
慶
封
を
左
相
に
任
命
し
た
。
そ
し
て
斉
の
国
の
人
に
対
し
て
大
公
の
廟
で
盟
い
、

「
撞
・
慶
に
味
方
し
な
い
者
が
あ
っ
た
ら
、
上
帝
の
罰
を
受
け
る
で
あ
ろ
う
」
と
い
っ
た
。
そ
う
い
う
桂
・
慶
の
野
望
に
対
し
て
、
貴
子
は

「
仰
天
歎
」
　
つ
ま
り
、
空
を
仰
い
で
歎
息
し
な
が
ら
「
こ
の
私
が
ひ
た
す
ら
君
に
忠
に
国
の
た
め
に
働
く
者
に
味
方
し
な
い
こ
と
が
あ
っ
た

ら
こ
れ
を
照
覧
す
る
上
帝
の
罰
を
受
け
る
で
あ
ろ
う
」
と
、
立
向
っ
た
。
「
仰
天
」
は
例
①
と
同
じ
意
味
用
法
で
使
わ
れ
て
い
る
。

て

　

　

　

　

を

　

　

　

に

て

　

　

　

　

　

り

　

こ

　

　

　

　

　

た

り

　

　

e

3
使
者
至
　
呂
望
之
。
仰
レ
天
嘆
日
、
吾
嘗
備
　
位
将
相
。
年
臆
　
六
十
臭
。
（
金
澤
文
庫
本
群
書
治
要
巻
第
十
九
漢
書
七
粛
望
之
侍
5
1
5
）
　
（
注
、

片
仮
名
は
傍
訓
、
平
仮
名
、
句
読
点
は
ヲ
コ
ト
点
）



C
f
使
者
至
、
召
望
之
。
望
之
欲
自
殺
、
其
夫
人
止
之
、
以
為
非
天
子
意
。
望
之
以
間
門
下
生
朱
雲
。
雲
者
好
節
士
、
勤
望
之
自
裁
。
於
是

へ
輿
、
、

望
之
印
天
歎
日
、
吾
嘗
備
位
将
相
、
年
臆
六
十
臭
、
（
漠
書
巻
7
8
曹
王
之
博
3
2
8
8
③
）

「
仰
天
」
は
例
畑
の
「
天
二
伸
グ
」
の
よ
う
に
一
熟
語
で
は
な
く
述
語
と
目
的
語
と
い
う
関
係
を
成
す
連
語
形
式
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

日
本
語
に
入
っ
た
「
仰
天
」
は
当
初
は
か
か
る
連
語
形
式
の
用
法
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
だ
か
ら
、
次
に
挙
げ
る
日
本
文
献
で
は
連
語
形
式

と
し
て
の
「
天
二
仰
グ
」
と
い
う
よ
み
は
一
語
と
し
て
の
「
仰
天
ス
」
の
字
音
よ
み
よ
り
先
に
登
場
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
例
畑
の
「
仰
天
」

も
例
①
②
と
同
じ
く
上
（
空
）
を
向
い
て
見
る
と
い
う
意
味
を
表
す
。
換
言
す
れ
ば
、
後
続
す
る
「
歎
」
と
い
う
感
情
を
表
出
す
る
時
の
状
態

と
も
言
え
よ
う
。

4
都
宿
志
忠
子
燕
恵
王
信
讃
而
撃
之
郁
子
仰
天
而
巽
正
夏
而
天
為
之
降
霜
（
港
南
子
）

「
仰
天
」
は
「
巽
」
と
い
う
哀
痛
の
感
情
を
表
現
す
る
時
の
状
態
と
し
て
用
い
ら
れ
て
、
つ
ま
り
「
天
を
仰
ぎ
な
が
ら
号
泣
す
る
」
と
さ

れ
る
。右
記
し
た
四
例
の
よ
う
に
「
仰
天
」
は
意
味
的
に
連
語
形
式
と
し
て
使
用
さ
れ
、
そ
の
後
に
付
く
「
嘘
、
歎
（
嘆
）
、
芙
」
の
よ
う
な
感
情

表
出
の
状
態
を
表
す
働
き
を
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
感
情
が
よ
り
つ
よ
く
表
れ
う
る
こ
と
に
な
る
。
次
の
用
例
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。

5
伍
子
背
仰
天
歎
日
、
嗟
乎
蔑
臣
話
為
乳
臭
、
王
乃
反
誅
我
。
（
史
記
・
伍
子
背
列
侍
第
六
2
1
8
0
②
）

6
便
々
仰
天
歎
、
愁
心
将
何
慰
（
曹
植
・
楽
府
）

7
仰
天
大
笑
出
門
去
、
我
輩
山
豆
是
蓬
高
大

（
李
白
詩
・
南
陵
別
児
童
入
京
）

8
歌
罷
仰
天
歎
　
四
座
涙
縦
横
（
杜
甫
詩
・
蒐
村
）

9
剣
撃
風
雲
向
夜
悲
　
揖
誓
山
河
仰
天
泣
（
銘
柄
詩
）

1
0
拾
望
眼
、
仰
天
長
噺
、
壮
懐
激
烈
（
宋
岳
飛
・
満
江
紅
）

の
如
く
、
「
仰
天
」
は
「
歎
、
笑
、
泣
、
囁
」
と
い
う
喜
怒
哀
楽
、
歎
息
な
ど
の
感
情
表
現
と
共
起
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
彼
様
な
用
法
上

「
仰
天
」
の
　
よ
　
み
　
と
　
意
　
味
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の
特
徴
は
『
史
記
』
に
於
け
る
「
仰
天
」
か
ら
も
察
知
で
き
る
。
『
史
記
』
か
ら
「
仰
天
」
を
十
四
例
検
出
で
き
た
が
、
こ
の
中
十
二
例
も
の

「
仰
天
」
が
右
に
列
挙
し
た
例
の
よ
う
に
「
歎
（
五
例
）
、
大
息
（
二
例
）
、
大
笑
（
二
例
）
、
悲
耽
〓
例
）
、
大
笑
（
一
例
）
、
大
呼
〓
例
）
」

と
い
っ
た
よ
う
な
感
情
を
表
す
表
現
と
共
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
中
国
文
献
に
於
け
る
「
仰
天
」
は
か
か
る
使
用
上
の
特
徴
を
有
し
て
い
る

（3）

た
め
、
『
漢
語
大
詞
典
』
の
「
仰
天
」
の
意
味
用
法
に
つ
い
て
「
仰
望
天
空
（
空
を
仰
い
で
見
る
筆
者
訳
）
。
多
為
人
揮
発
抑
鬱
或
激
動
心
情
時

的
状
態
（
多
く
は
人
が
抑
鬱
し
た
り
感
激
、
感
動
し
た
り
す
る
情
感
を
表
す
時
の
状
態
に
用
い
る
筆
者
訳
）
。
」
と
い
っ
た
よ
う
な
注
釈
が
施
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
あ
る
。
但
し
、
「
仰
天
」
は
次
の
例
の
よ
う
に
感
情
表
現
と
共
に
用
い
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
る
。

1
1
衛
平
乃
援
式
而
起
、
仰
天
而
祝
日
之
光
、
観
斗
所
指
、
定
日
虞
郷
。
（
史
記
・
亀
策
博
第
六
十
八
3
2
2
g
⑦
）

1
2
古
生
仰
天
以
手
拍
脳
数
四
日
、
此
事
大
不
易
（
唐
・
劉
無
讐
侍
8
3
④
）

1
3
上
準
屑
而
望
、
因
仰
天
感
牛
女
事
（
唐
・
楊
太
眞
外
博
4
5
⑥
）

以
上
の
考
察
を
通
し
て
中
国
文
献
に
於
け
る
「
仰
天
」
の
意
義
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
帰
納
で
き
る
か
と
思
う
。

△
顔
を
上
に
向
け
て
上
　
（
空
）
　
の
方
を
見
る

こ
の
よ
う
な
一
つ
の
意
義
と
な
る
が
、
歎
息
、
味
嘆
な
ど
の
よ
う
な
感
情
を
表
す
表
現
と
よ
く
共
起
し
て
使
用
さ
れ
る
と
い
っ
た
用
法
上

の
特
徴
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
右
例
畑
の
「
天
二
仰
グ
」
の
示
す
よ
う
に
中
国
語
の
「
仰
天
」
は
目
的
語
「
天
」
と
述
語
「
仰
」
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
た
連
語
形
式
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
指
摘
で
き
よ
う
。
か
か
る
「
仰
天
」
は
日
本
文
献
に
於
い
て
如
何
に
用
い
ら
れ
て
い
る

で
あ
ろ
う
か
。
以
下
日
本
文
献
に
於
け
る
「
仰
天
」
　
に
目
を
注
ぐ
。

二
、
日
本
文
献
に
於
け
る
「
仰
天
」

「
仰
天
」
の
意
味
用
法
に
つ
い
て
考
察
す
る
の
に
先
立
っ
て
日
本
文
献
に
於
け
る
「
仰
天
」
の
使
用
状
況
及
び
よ
み
の
あ
り
方
を
示
す
表

を
先
ず
掲
げ
て
み
よ
う
。
表
か
ら
次
の
こ
と
が
言
え
る
。
「
仰
天
」
は
早
く
も
奈
良
時
代
文
献
に
登
場
し
て
、
日
本
語
へ
の
進
入
の
早
か
っ
た



こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
爾
来
、
日
本
文
献
に
於
い
て
、
和
文
を
除
い
た
他
の
文
章
ジ
ャ
ン
ル
に
使
用
さ
れ
て
い
た
。
平
安
時
代
ま
で
史
書
、

公
家
日
記
な
ど
の
所
謂
和
化
漢
文
に
偏
用
さ
れ
て
、
記
録
用
の
文
章
語
と
し
て
の
性
格
を
呈
出
し
て
い
る
。
鎌
倉
時
代
以
降
に
な
る
と
、
和

漢
混
清
文
特
に
そ
の
会
話
文
に
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
日
常
的
用
語
に
変
わ
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。
更
に
、
よ
み
方
を
見
る

と
、
連
語
形
式
と
し
て
の
「
天
ニ
（
ヲ
）
仰
グ
」
は
二
話
と
し
て
の
「
仰
天
ス
」
よ
り
早
く
日
本
文
献
に
現
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
中
国
語
の

「
仰
天
」
は
日
本
語
に
入
っ
て
依
然
と
し
て
連
語
形
式
と
し
て
受
容
さ
れ
て
、
「
天
ニ
（
ヲ
）
仰
グ
」
と
い
う
形
で
対
応
し
て
い
た
。
「
仰
天
ス
」

は
そ
れ
を
土
台
に
後
に
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
注
、
（
　
）
内
の
数
字
は
重
複
例
の
数
を
示
す
）

用 印 天 仰
天

象対察考 文ジ 層

例 天 ニ印 献文 ヤ
数 ス （

ヲ
）

グ 章ン
ル 代

2 2 紀書本日

漢

文

良奈

2 2 記右小

平

安

1 1 記御皇天條一

1 1 記右中

14 11 3 01‾1文遺安平

1 1 害文古山野高

1 1 照慧六

5 5 選好注蔵院智観寺東

5 5 薬玉

鎌

…
院
政

…

倉

1 1 記月名

1 1 記長三

7 7 記戸平

2 2 鏡妻吾

7 2 5 61－1文通倉鎌

1 1 状行人上恵明寺山高

5 5 集語物昔今

和

漢

混

清

文

1 1 蔵寺

注

経

帰

華

指

法

教

山

三

中

2 2 抄訓十

1 1 語物人上意明尾栂

．1 1 伝人上恵明尾栂

31 31 都塵催語物家平

1 1 語物遺拾治宇

1 1 集物宝

1 1 抄管愚

2 2 集簡宝

漢

文

室

町

1 1 記昧愚後

3 3 記郎Jnuフ
長親

4 4 記巨歩情宣

31 31 暦太山

2 2 1配自
ト
割教

71 2 1 41 3u1記［日院聞多

2 2 記験霊薩菩蔵地
和
漢
混
清
文

1 1 記堺

1 1 記平太

2 2 集語物代時町室

3 2 1 票
Ou 9 183 17 計合

「
仰
天
」
の
　
よ
　
み
　
と
　
意
　
味



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二

以
下
、
日
本
文
献
に
見
え
る
「
仰
天
」
の
意
味
用
法
に
つ
い
て
考
え
る
。
そ
の
手
続
き
と
し
て
先
ず
よ
み
の
確
定
で
き
た
「
仰
天
」
を
別
々

に
取
り
上
げ
て
、
各
々
の
意
味
用
法
を
検
討
、
解
明
す
る
上
で
、
よ
み
に
よ
る
意
味
の
差
異
が
有
る
か
否
か
を
比
べ
て
み
る
。
更
に
、
よ
み

の
不
明
な
「
仰
天
」
を
中
心
に
そ
の
意
味
用
法
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
、
よ
み
の
明
ら
か
な
「
仰
天
」
と
の
関
連
を
探
る
。
よ
み
の
明
ら

か
な
「
仰
天
」
と
そ
う
で
な
い
　
「
仰
天
」
と
の
意
味
上
の
重
な
り
よ
う
に
よ
っ
て
、
よ
み
の
明
ら
か
で
な
い
「
仰
天
」
の
よ
み
を
求
め
よ
う

と
す
る
。
そ
こ
で
次
に
先
ず
「
天
ニ
（
ヲ
）
仰
グ
」
を
巡
っ
て
考
察
す
る
。

A
「
天
工
　
（
ヲ
）
仰
グ
」
　
の
意
味

時
代
別
に
具
体
例
を
挙
げ
な
が
ら
考
え
る
。
奈
良
時
代
の
漢
文
文
献
か
ら
二
例
を
検
出
で
き
た
が
、
そ
の
二
例
と
も
『
日
本
書
紀
』
に
見

え
る
も
の
で
あ
る
。

ニ

チ

カ

ウ

　

　

ノ

ト

ニ

　

ャ

ッ

。

ガ

才

　

テ

ニ

ニ

ナ

ゲ

キ

イ

サ

ツ

ユ

ル

シ

テ

l
・
揖
乱
臥
違
喜
所
迄
。
碓
レ
日
l
l
国
王
l
富
レ
受
二
奴
チ
明
天
仰
レ
天
大
息
沸
泣
。
許
諾
日
。
（
日
本
書
紀
巻
十
九
欽
明
天
皇
8
5
③
）

Cf
（
契
）
於
期
仰
天
太
息
流
滞
日
、
於
期
毎
念
之
、
常
痛
於
骨
髄
、
顧
計
不
知
所
出
耳
（
史
記
刺
客
列
侍

告
八
月
の
甲
申
の
朔
に
、
天
皇
、
幸
南
淵
の
河
喪
南
軍
華
方
を
。
仰
①
導
て

◎
こ
の
一

（
岩
崎
本
日
本
書
紀
巻
二
十
四
皇
極
紀
6

8
）

Cf
太
守
憂
民
仰
天
祝
、
願
嘘
嵐
靂
看
暗
旭
（
韓
埼
廉
陵
大
雪
詩
）

・
刑
酎
俸
第
二
十
六

剖

「

日

給

　

㊤

イ

而
所
。
即
　
雷
て

⑱
コ
ヒ
タ
　
　
　
㊥
イ

㊥
マ
フ

2
5
3
2
⑦
）

㊥
ヒ
サ
メ
フ
ル

大
　
　
雨
。

㊥
ヒ
サ
メ
フ
ル

「
仰
天
」
は
参
考
例
と
同
じ
よ
う
に
中
国
語
の
本
来
の
意
味
用
法
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
、
例
Ⅲ
の
如
く
前
文
の
恐

怖
と
後
続
文
の
歎
息
を
表
す
表
現
と
共
に
使
わ
れ
て
、
そ
の
状
態
を
示
す
こ
と
は
出
自
と
な
る
中
国
語
と
変
わ
ら
な
い
使
用
上
の
特
徴
を
見

せ
て
い
る
。
次
に
平
安
時
代
文
献
に
目
を
向
け
て
み
よ
う
。

タ
マ
く
　
　
　
コ
ン
　
　
カ
タ
ニ
　
タ
　
エ
　
ツ
ル
コ
ト
フ
ト
コ
ロ
こ
　
テ
　
　
こ
　
ト
　
レ
ッ
ス
レ
ト
モ
　
シ
　
　
　
　
ル
こ
　
レ
ヲ

3
．
空
海
偶
　
登
二
眼
つ
嶽
欄
未
レ
得
レ
満
レ
懐
　
仰
レ
天
屠
裂
　
無
レ
人
知
レ
我
　
（
六
地
蔵
寺
善
本
遍
照
発
揮
性
霊
集
巻
五
1
7
8
②
）

「
仰
天
」
は
前
文
「
未
レ
得
満
レ
懐
」
の
失
意
感
に
よ
っ
て
生
じ
た
、
「
屠
裂
」
の
悲
痛
の
極
ま
り
と
い
う
比
喩
的
な
感
情
を
表
現
す
る
状
態

と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
奈
良
時
代
の
と
同
様
に
中
国
語
の
本
来
の
意
味
用
法
の
ま
ま
で
使
わ
れ
て
い
る
。



5
孟
宗
忽
到
竹
薗
（
返
点
）
捕

・

　

ノ

　

チ

　

　

　

シ

4
境
内
民
薄
、

「
仰
天
」
は
こ

．
＼
い
り
ト

ケ
キ
ト
シ
テ
ス
ク
ナ
シ
　
ォ
ホ
セ
”
ア
セ
ユ
タ
リ
ヨ
ヲ
ロ
キ
ヨ
ウ
ト
シ
テ
　
　
ク
　
ヲ

聞
而
勘
人
」
課
篠
一
無
丁
－
兢
　
而
仰
天
二
平
安
遺
文
三
7
7
6
下
⑪
）

「
兢
」
の
驚
き
、
欺
き
と
い
う
気
持
に
よ
っ
て
顔
を
挙
げ
て
空
を
見
る
と
い
う
状
態
を
表
す
。

ヘ

テ

　

ヲ

　

　

　

ニ

　

　

シ

テ

ヲ

　

　

キ

フ

J
m
其
枝
（
返
点
）
仰
天
（
返
点
）
高
聾
（
返
点
）
泣
悲

（
東
寺
観
智
院
蔵
注
好
運
上
1
6
表
①
）

テ

　

ヲ

　

　

　

ス

二

6
．
自
負
江
水
（
返
点
）
供
母
。

テ

　

　

　

　

カ

ハ

大
早
遂
仰
天
（
返
点
）
泣
　
（
同
右
上
堕
異
①
）

リ

テ

　

ニ

　

　

　

テ

二

　

　

l

l

l

l

ク

7
童
子
涙
至
河
中
（
返
点
）
仰
天
（
返
点
）
嘆
日
（
同
右
上
型
裏
②
）

シ

カ

ハ

　

　

　

　

キ

　

リ

シ

カ

ハ

　

　

　

ニ

　

ヒ

テ

リ

キ

8
丹
仰
　
天
（
慧
仰
）
首
白
鳥
来
伏
地
（
返
点
）
馬
角
生
来
也
（
同
右
上
2
7
裏
②
）

テ

　

　

　

ク

カ

ハ

　

ニ

カ

　

　

テ

ニ

　

　

　

テ

9
即
王
仰
天
（
遠
点
）
高
泣
天
為
之
（
返
点
）
東
雲
（
返
点
）
下
来
（
同
右
上
翼
異
②
）

ク

の
よ
う
に
、
「
仰
天
」

例
㈱
の
「
仰
天
」
は
（
5
）

亡
は
慣
用
的
な
表
現
で
、
次
の
鎌
倉
、
室
町
時
代
文
献
に
も
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
仰
天
臥
地
」
『
仰
天
倒

を
表
す
。
「
仰
天
伏
地
」
は
慣
用
的
な
表
現
で
、
次
の
鎌
倉
、
室
町
時
代
文
瀞
に
も
多
く
圧
い
ら
れ
て
い
る
．
ま
た
一
個
ヌ
砂
埋
」
．
仰
ヲ
僻

地
」
更
に
「
臥
地
仰
天
」
を
反
転
し
た
類
型
的
な
表
現
も
見
ら
れ
る
。
「
仰
天
」
よ
り
は
悲
款
な
ど
の
気
持
ち
を
よ
り
つ
よ
く
表
出
す
る
こ
と

に
な
る
。
平
安
時
代
の
「
天
ニ
（
ヲ
）
仰
グ
」
は
奈
良
時
代
の
そ
れ
と
同
じ
中
国
語
の
意
味
用
法
を
そ
の
ま
ま
摂
取
し
て
い
る
と
言
え
る
。
尚
、
「
天

こ
（
ヲ
）
仰
グ
」
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
和
文
に
は
「
空
を
仰
ぐ
」
と
い
う
表
現
が
見
え
て
、
顔
を
上
に
向
け
て
空
を
見
る
こ
と
を
表
す
。
「
天

ニ
（
ヲ
）
仰
グ
」
の
欠
如
に
よ
る
そ
の
意
味
分
野
の
空
白
を
補
完
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ

ら

　

あ

ふ

△
空
を
仰
ぎ
て
な
が
め
給
ふ
。
（
大
系
本
源
氏
物
語
・
相
木
4
8
⑤
）

あ

ふ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

よ

ろ

こ

△
女
ば
ら
も
、
空
を
仰
ぎ
て
な
む
、
そ
な
た
に
向
き
て
、
喜
び
き
こ
え
け
る
。
（
同
右
・
蓬
生
1
5
9
⑤
）

て

　

　

　

　

そ

ら

　

あ

ふ

△
「
か
し
こ
の
御
手
や
」
と
、
空
を
仰
ぎ
て
、
な
が
め
給
ふ
。
（
同
右
・
葵
3
5
3
③
）

は
「
泣
悲
、
泣
、
歎
」
の
よ
う
な
感
情
表
現
と
共
起
し
て
そ
の
状
態
を
表
し
、
そ
の
気
持
ち
を
つ
よ
く
感
じ
さ
せ
る
。

「
伏
地
」
と
対
を
な
し
て
用
い
ら
れ
、
天
を
見
上
げ
た
り
地
に
う
つ
ぶ
し
た
り
し
て
身
悶
え
し
な
が
ら
祈
念
す
る
さ
ま

「
仰
天
」
の
　
よ
　
み
　
と
　
意
　
味



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

△
さ
り
と
も
あ
ふ
ぎ
て
空
を
憑
哉
月
日
の
い
ま
だ
お
ち
ぬ
世
な
れ
ば
（
風
雅
和
歌
集
巻
十
七
1
8
0
5
）

次
に
院
政
、
鎌
倉
時
代
文
献
に
於
け
る
「
天
ニ
（
ヲ
）
仰
グ
」
を
考
察
す
る
。
先
ず
漢
文
に
見
え
る
用
例
を
挙
げ
て
み
る
。

テ

　

ニ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

シ

テ

　

ニ

　

テ

ニ

　

ク

1
0
麦
上
人
同
交
此
中
一
瞭
仰
之
虞
、
悲
泣
愁
嘆
臥
地
一
仰
天
二
雪
　
（
高
山
寺
明
恵
上
人
行
状
（
漢
文
行
状
）
　
（
上
山
本
）
巻
中
1
1
6
⑨
）

リ

　

ノ

ニ

　

　

　

　

ヲ

　

　

　

　

　

　

　

　

シ

テ

ス

　

ニ

テ

　

こ

1
0
愛
上
人
同
交
二
此
中
一
瞭
⇒
仰
之
一
虞
・
悲
l
泣
愁
－
歎
臥
レ
地
仰
レ
天
云
（
同
右
（
報
恩
院
本
）
巻
中
1
8
5
④
）

「
伏
地
」
で
は
な
く
「
臥
地
」
と
な
り
、
而
も
「
仰
天
臥
地
」
を
「
臥
地
仰
天
」
と
反
転
し
た
例
で
あ
る
。
形
は
変
わ
っ
た
が
、
意
味
用

法
は
「
仰
天
伏
地
」
と
変
わ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
続
い
て
和
漢
混
清
文
の
「
天
ニ
（
ヲ
）
仰
グ
」
を
検
討
す
る
。
管
見
の
和
漢
混
清
文
か
ら
二

十
四
例
の
「
天
ニ
（
ヲ
）
仰
グ
」
を
見
出
し
た
が
、
そ
の
中
の
九
例
は
「
天
ニ
（
ヲ
）
仰
地
二
伏
（
臥
・
倒
）
」
と
い
っ
た
よ
う
な
慣
用
的
表
現

と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
平
安
時
代
の
そ
れ
と
同
じ
く
あ
ま
り
の
悲
痛
、
愁
歎
の
た
め
身
悶
え
す
る
さ
ま
を
表
す
。

キ

キ

　

　

　

カ

ナ

シ

　

　

　

ア

フ

ギ

　

　

　

　

　

　

　

カ

シ

ラ

エ

　

　

　

フ

シ

　

　

　

　

オ

ヒ

1
1
燕
丹
、
此
レ
ヲ
聞
テ
、
泣
キ
悲
ム
デ
、
天
二
仰
テ
願
フ
ニ
忽
二
白
キ
烏
ノ
頭
ヲ
得
タ
リ
地
二
伏
テ
請
フ
ニ
角
生
タ
ル
馬
末
レ
リ
。
（
今
昔
物
語
集
巻
十
3
3
9
⑦
）

1
2
天
二
仰
ギ
地
二
臥
テ
、
又
ヲ
メ
キ
サ
ケ
ブ
　
（
延
慶
本
平
家
物
語
第
二
本
2
2
ウ
①
）

1
3
是
ヲ
具
テ
ハ
、
天
二
仰
地
二
倒
テ
ヲ
メ
キ
叫
者
多
カ
リ
ケ
リ
（
同
右
第
四
6
0
ウ
⑤
）

例
佃
は
右
記
の
『
東
寺
観
智
院
蔵
注
好
選
』
例
㈱
と
類
似
し
て
い
る
。

ア
フ
ギ
キ
シ
ヤ
ウ

1
4
国
王
、
此
ヲ
歎
キ
テ
天
こ
仰
テ
祈
請
シ
薬
ヲ
以
テ
療
治
ス
ト
云
笠
撃
イ

ロ

イ

マ

サ

リ

イ

ユ

　

　

ナ

事
弥
ヨ
増
テ
喩
ル
事
元
シ
。
（
今
昔
物
語
集
巻
第
四
3
2
0
⑤
）

・

ギ

ヤ

ウ

メ

ウ

ビ

レ

イ

　

チ

ゴ

　

　

カ

ナ

シ

　

　

　

　

　

ワ

タ

リ

　

　

　

ノ

ナ

カ

パ

イ

タ

リ

　

ア

フ

ギ

ナ

ゲ

キ

イ

ハ

1
5
「
形
貝
美
麗
ナ
ル
児
、
泣
キ
悲
ム
デ
、
此
ノ
河
ヲ
渡
ッ
ル
間
、
河
中
二
至
テ
天
二
仰
テ
歎
テ
云
ク
、
（
同
右
巻
第
九
2
1
4
⑦
）

ヒ

ト

ヤ

イ

マ

シ

メ

ラ

レ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ア

フ

ギ

　

ナ

ク

ナ

チ

カ

ヒ

イ

ハ

捕
聖
人
、
獄
二
被
禁
㍗
云
竿
～
便
⊆
フ
渾
曹
、
天
二
仰
テ
、
泣
く
ク
誓
テ
云
ク
、
（
同
右
巻
第
二
十
瑚
⑮
）

ト

ラ

ヘ

　

　

ア

フ

ギ

　

ナ

ク

ナ

　

イ

ハ

1
7
母
、
此
ヲ
見
、
火
丸
ガ
髪
ヲ
捕
テ
天
二
伸
テ
、
泣
く
ク
云
ク
、
（
同
右
1
9
7
③
）

テ

ニ

ウ

タ

テ

カ

フ

1
8
母
魚
（
ト
）
江
の
水
ツ
ト
好
フ
事
ア
リ
キ
、
王
祥
仰
天
詔
好
、
（
中
山
法
華
経
寺
蔵
本
三
教
指
帰
注
3
8
ウ
③
）

1
9
牛
頭
馬
頭
カ
バ
ケ
シ
キ
コ
ヱ
キ
ク
ニ
キ
モ
ソ
ウ
シ
ナ
フ
天
二
麺
ヒ
テ
刀
剣
勾
ト
ス
レ
ト
モ
涙
ヲ
チ
ス
（
書
陵
部
蔵
宝
物
集
7
ウ
⑨
）



2
0
な
に
の
益
か
あ
ら
ん
と
、
天
に
仰
ぎ
て
さ
け
び
て
、
（
彰
考
館
蔵
十
訓
抄
中
9
5
⑭
）

2
1
脛
範
天
に
仰
ぎ
て
か
な
し
み
て
、
（
同
右
1
0
5
⑥
）

の
よ
う
に
、
「
天
二
伸
グ
」
は
前
の
時
代
に
続
い
て
依
然
と
し
て
本
来
の
中
国
語
と
変
わ
る
こ
と
な
く
感
情
表
現
「
泣
、
悲
、
歎
」
、
情
感
を

訴
え
る
「
祈
請
、
詔
好
、
叫
」
な
ど
の
表
現
と
共
起
し
て
そ
れ
ら
の
状
態
を
表
す
。
残
り
の
和
漢
混
清
文
に
見
え
る
「
天
二
仰
グ
」
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
も
右
記
の
用
例
と
同
じ
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。

右
の
考
察
で
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
院
政
、
鎌
倉
時
代
文
献
に
於
け
る
「
天
こ
（
ヲ
）
仰
グ
」
は
奈
良
、
平
安
両
時
代
の
と
変
わ
る
こ
と
な

く
中
国
語
の
意
味
用
法
を
継
承
し
て
い
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
次
の
よ
う
な
類
型
的
で
、
意
味
上
も
似
通
っ
た
表
現
も
確
認
で
き
た
。

（6）

ヨ

リ

　

　

　

ジ

キ

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ム

カ

ヒ

ナ

ゲ

キ

イ

ハ

△
此
レ
ニ
依
テ
、
母
、
食
時
ヲ
過
グ
ト
云
竿
窄
瞑
斧
シ
撃
砕
タ
リ
。
孟
宗
、
此
完
テ
天
二
向
テ
歎
テ
云
ク
、
（
今
昔
物
語
集
巻
九
1
9
0
③
）

「
天
二
向
テ
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
同
じ
説
話
で
、
上
記
し
た
例
㈲
の
『
注
好
選
』
で
は
、
「
天
二
仰
グ
」
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

「
天
二
向
テ
」
は
「
天
二
仰
グ
」
と
類
義
表
現
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、

二

△
我
鎮
西
二
被
流
乏
後
、
偏
二
仰
仏
天
一
腰
ゼ
シ
様
ハ
　
（
延
慶
本
平
家
物
語
第
四
1
4
オ
⑦
）

△
我
山
仏
法
、
将
以
滅
之
逃
也
。
汰
而
有
余
ペ
仰
蒼
天
南
押
涙
。
悲
而
何
為
。
（
同
右
第
一
本
7
8
オ
⑤
）

と
い
う
表
現
も
見
ら
れ
る
。
更
に
和
文
に
見
え
る
「
空
を
仰
ぐ
」
と
同
じ
も
の
も
存
し
て
い
る
が
、
感
情
表
現
と
共
に
用
い
ら
れ
て
い
る
点

で
は
和
文
の
「
空
を
仰
ぐ
」
と
相
違
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

ヨ

リ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ア

フ

ギ

　

ー

　

　

　

　

　

ヵ

ギ

リ

ナ

△
此
二
依
テ
、
上
中
下
ノ
人
、
空
ヲ
仰
テ
歎
キ
合
ヘ
ル
事
、
元
限
シ
。
（
今
昔
物
語
集
巻
十
七
5
1
6
⑬
）

カ

ヘ

リ

キ

タ

リ

　

　

　

ア

フ

ギ

　

イ

ミ

ジ

コ

コ

ロ

ヱ

　

ケ

シ

キ

ナ

リ

△
勧
メ
テ
聾
者
レ
ド
モ
亦
返
末
テ
、
空
ヲ
仰
テ
、
極
ク
心
不
得
ヌ
気
色
。
（
同
右
巻
二
十
脱
⑫
）

室
町
時
代
に
降
っ
て
も
「
天
ニ
（
ヲ
）
仰
グ
」
は
前
の
時
代
に
続
い
て
依
然
と
し
て
中
国
語
の
本
来
の
意
味
用
法
で
用
い
ら
れ
る
。
そ
れ
は

管
見
の
及
ん
だ
当
時
代
文
献
か
ら
検
出
で
き
た
四
例
の
「
天
こ
　
（
ヲ
）
仰
グ
」
を
挙
げ
て
み
れ
ば
明
ら
か
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

「
仰
天
」
　
の
　
よ
　
み
　
と
　
意
　
味



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

2
2
傍
二
十
才
計
ノ
童
一
人
悲
涙
無
限
、
天
ヲ
仰
地
二
伏
シ
聾
ヲ
ハ
カ
リ
ニ
歎
息
、
（
多
聞
院
日
記
一
3
5
6
上
⑰
）

2
3
舟
の
底
に
う
ち
伏
し
、
天
に
仰
ぎ
地
に
伏
し
て
、
悶
え
焦
か
れ
給
ふ
。
（
室
町
物
語
集
上
部
⑤
）

2
4
「
何
と
な
り
た
る
事
ぞ
や
」
と
天
に
仰
ぎ
地
に
伏
し
、
欺
く
有
様
あ
は
れ
な
り
。
（
同
右
3
3
5
⑩
）

の
よ
う
に
、
四
例
中
の
三
例
は
「
天
ニ
（
ヲ
）
仰
地
二
伏
」
と
い
う
、
巳
に
平
安
時
代
に
見
え
る
慣
用
的
な
表
現
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

慣
用
的
な
傾
向
が
保
た
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
慣
用
句
と
し
て
の
度
合
も
一
段
と
強
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ

れ
は
例
㈲
か
ら
も
察
知
で
き
る
。
例
紬
の
示
す
よ
う
に
、
先
ず
、
舟
の
上
で
は
「
地
二
伏
ス
」
こ
と
が
出
来
な
い
し
、
ま
た
、
巳
に
舟
の
底

に
う
ち
伏
し
て
い
る
た
め
、
ど
う
し
て
「
地
二
伏
せ
る
」
の
か
と
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
「
天
二
仰
地
二
伏
」
は
、
本
来
の
「
天
を
見
上
げ
た
り

頭
な
ど
を
地
に
つ
け
た
り
す
る
」
と
い
う
具
体
的
な
動
作
性
を
失
っ
て
、
悲
痛
、
歎
息
な
ど
の
感
情
表
現
を
修
飾
し
て
そ
の
程
度
の
甚
し
さ

を
表
す
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
い
わ
ば
、
連
用
修
飾
的
な
用
法
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

2
5
「
も
っ
と
も
然
る
べ
し
」
と
て
各
天
に
仰
、
「
我
主
人
を
与
へ
給
へ
」
と
祈
要
す
。
（
伊
曽
保
物
語
2
5
蛙
が
主
君
を
望
む
事
）

「
天
二
仰
グ
」
は
本
来
の
意
味
用
法
で
使
わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
空
を
見
上
げ
て
祈
っ
て
誓
い
を
立
て
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

以
上
、
室
町
時
代
ま
で
の
「
天
ニ
（
ヲ
）
仰
グ
」
に
つ
い
て
具
体
例
を
列
挙
し
な
が
ら
検
討
し
て
き
た
と
こ
ろ
、
そ
の
意
味
用
法
は
、
訓
読

さ
れ
た
中
国
語
の
「
仰
天
」
の
そ
れ
を
あ
る
が
ま
ま
受
け
継
い
で
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
特
に
「
天
ニ
（
ヲ
）
仰
地
二
伏
（
臥
・
倒
）
」

と
い
う
慣
用
的
表
現
が
多
用
さ
れ
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
そ
れ
は
「
天
ニ
（
ヲ
）
仰
グ
」
よ
り
つ
よ
い
表
現
効
果
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

B
　
「
仰
天
ス
」
　
の
意
味

以
下
、
「
仰
天
ス
」
に
つ
い
て
具
体
例
を
挙
げ
て
考
察
を
加
え
る
。
今
回
管
見
に
入
っ
た
日
本
文
献
か
ら
検
出
で
き
た
「
仰
天
ス
」
の
用
例

は
い
ず
れ
も
鎌
倉
時
代
以
降
の
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
調
査
の
不
足
に
よ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
現
段
階
と
し
て
は
「
仰
天
ス
」
は
「
天
こ
（
ヲ
）

仰
グ
」
よ
り
後
に
出
現
し
た
よ
み
で
あ
る
と
言
っ
て
も
よ
い
。
即
ち
、
日
本
語
に
吸
収
さ
れ
た
「
仰
天
」
は
先
ず
「
天
ニ
（
ヲ
）
仰
グ
」
と
訓

読
さ
れ
て
、
そ
の
後
に
ま
た
「
仰
天
ス
」
の
字
音
よ
み
が
生
ま
れ
た
と
い
っ
た
よ
み
の
変
化
過
程
が
推
定
で
き
る
。
但
し
、
「
天
ニ
（
ヲ
）
仰



グ
」
は
「
仰
天
ス
」
の
登
場
に
よ
っ
て
消
え
た
の
で
は
な
く
、
「
仰
天
ス
」
と
共
存
し
て
い
る
。
そ
れ
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
後
に
考
え
る
。

2
6
泰
時
朝
臣
先
年
此
上
人
ノ
徳
ヲ
聞
及
給
シ
カ
ハ
先
仰
天
シ
テ
敬
畏
テ
席
ヲ
去
テ
奉
居
」
　
（
明
恵
上
人
資
料
第
二
栂
尾
明
恵
上
人
物
語
3
3
7
①
）

2
6
泰
時
先
年
六
波
羅
二
被
往
時
、
此
上
人
之
徳
ヲ
聞
及
給
シ
カ
バ
、
先
仰
天
シ
テ
敬
ヒ
畏
テ
席
ヲ
去
テ
上
二
居
へ
奉
ル
、
（
同
右
・
栂
尾
明
恵
上
人
侍

3
9
5
④
）

「
仰
天
ス
」
と
字
音
よ
み
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
上
人
の
大
徳
を
聞
い
た
前
文
と
敬
異
し
て
席
を
去
っ
た
後
続
文
と
の
内
容
を
考
え

合
せ
る
と
、
「
仰
天
ス
」
は
本
来
の
「
天
を
見
上
げ
る
」
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
大
い
に
驚
嘆
す
る
こ
と
を
表
す
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、

「
泰
時
が
上
人
の
賢
徳
を
聞
い
て
、
大
い
に
驚
嘆
し
、
畏
席
を
立
ち
去
っ
た
」
と
解
せ
ら
れ
る
。
「
仰
天
ス
」
が
「
大
い
に
驚
嘆
す
る
」
と
い

う
意
味
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
次
に
挙
げ
る
、
右
の
二
例
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
『
明
恵
上
人
行
状
（
檜
俸
記
）
』
に
見
え
た
同
場

面
の
例
に
よ
っ
て
証
さ
れ
う
る
。

△
泰
時
、
此
上
人
の
徳
を
日
来
聞
及
給
し
か
は
、
大
に
驚
き
、
畏
席
を
避
て
、
上
に
話
し
奉
ら
れ
け
り
、
（
明
恵
上
人
資
料
第
一
、
4
8
0
⑮
）

の
よ
う
に
、
内
容
と
し
て
は
殆
ど
一
致
し
て
い
る
が
、
「
仰
天
シ
テ
」
の
と
こ
ろ
に
「
大
に
驚
き
」
を
入
れ
換
え
て
、
「
仰
天
シ
テ
」
の
示
す

意
味
を
担
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
右
例
の
「
仰
天
ス
」
は
「
大
い
に
驚
嘆
す
る
」
こ
と
を
表
し
て
い
る
こ
と
に
疑
い
を
容
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

彼
様
な
意
味
は
以
上
の
考
察
で
明
ら
か
な
よ
う
に
「
天
ニ
（
ヲ
）
仰
グ
」
に
は
見
ら
れ
ず
、
「
仰
天
ス
」
の
独
自
の
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。

つ
ま
り
、
「
仰
天
ス
」
と
「
天
ニ
（
ヲ
）
仰
グ
」
と
は
、
同
じ
中
国
出
自
と
い
う
も
の
の
、
そ
の
よ
み
の
違
い
に
よ
っ
て
意
味
上
の
差
異
が
明

ら
か
に
存
し
て
い
る
。
更
に
、
「
大
い
に
驚
嘆
す
る
」
と
い
う
新
し
い
意
味
は
「
仰
天
ス
」
と
い
う
字
音
よ
み
に
伴
っ
て
発
生
し
た
も
の
で
あ

る
と
も
言
え
よ
う
。
尚
、
中
国
語
と
比
較
し
て
み
れ
ば
、
意
味
の
変
化
も
起
こ
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
さ
て
、
「
大
い
に
驚
嘆
す
る
」
と

い
う
新
た
な
意
味
は
果
し
て
鎌
倉
時
代
に
生
じ
た
の
か
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
漢
字
表
記
の
「
仰
天
」
を
合
せ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

次
に
残
り
の
「
仰
天
ス
」
の
用
例
を
検
討
す
る
。
い
ず
れ
も
右
例
と
同
様
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。

な

き

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

を

ん

や

う

じ

）

　

　

　

　

ぎ

や

う

て

ん

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ

れ

2
7
上
人
馨
を
あ
げ
て
大
に
泣
て
、
陰
陽
師
に
と
り
か
1
れ
ば
、
陰
陽
師
、
心
得
ず
仰
天
し
て
、
祓
を
し
さ
し
て
、
「
是
は
い
か
に
」
と
い

「
仰
天
」
　
の
　
よ
　
み
　
と
　
意
　
味



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

ふ
。
（
宇
治
拾
遺
物
語
1
4
0
③
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

C
f
此
レ
ヲ
聞
テ
音
ヲ
放
チ
大
キ
ニ
叫
テ
、
陰
陽
師
二
取
り
懸
レ
バ
、
陰
陽
師
磐
石
得
㌢
手
ヲ
撃
撃
モ
不
か
シ
テ
「
何
二
何
ニ
」
ト
云
フ
。
（
今
昔
物
語

キ
キ
　
コ
ヱ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ケ
ビ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
カ
　
イ
カ

集
巻
十
九
6
1
⑫
）

「
仰
天
ス
」
は
突
然
声
を
あ
げ
て
号
泣
し
て
と
り
か
か
る
と
い
う
前
文
か
ら
推
し
て
非
常
に
驚
く
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
「
陰
陽
師
が
上
人
に
突
然
大
声
で
泣
か
れ
、
と
り
か
か
ら
れ
て
大
い
に
驚
く
」
と
解
釈
さ
れ
る
。
人
間
の
「
驚
く
」
は
、

不
安
、
恐
怖
、
怒
り
、
感
心
な
ど
の
基
礎
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
情
動
で
あ
り
、
大
き
な
物
音
や
新
奇
な
、
突
発
的
な
こ
と
な
ど
が
起
こ
っ

て
生
じ
る
感
情
的
な
行
為
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
㈱
㈲
の
「
仰
天
ス
」
は
正
に
か
か
る
条
件
下
で
生
じ
た
「
驚
く
」
情
動
で
あ
ろ
う
。

例
佃
は
上
人
の
賢
徳
に
対
し
て
の
感
心
、
例
佃
は
突
然
の
こ
と
に
よ
る
不
安
と
い
っ
た
よ
う
な
感
情
が
働
い
て
い
る
た
め
「
大
い
に
驚
く
」

こ
と
が
生
じ
る
の
は
自
然
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
次
の
「
仰
天
ス
」
は
会
話
文
に
使
わ
れ
て
い
て
、
日
常
用
語
的
な
性
格
が
現
れ
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
。

2
8
「
…
コ
ノ
ヤ
ウ
ヲ
申
候
ハ
ハ
、
イ
ヨ
ノ
＼
腹
立
シ
候
ハ
ハ
不
孝
ニ
モ
候
ベ
シ
。
チ
、
ノ
申
候
へ
ハ
ト
テ
承
諾
シ
候
ハ
ハ
世
ノ
タ
メ
不
忠

ニ
ナ
リ
候
ヌ
ベ
シ
。
仰
天
シ
テ
候
」
ナ
ド
申
サ
レ
タ
リ
ケ
ル
ヲ
ツ
カ
バ
サ
レ
ク
リ
ケ
レ
バ
、
（
愚
管
抄
巻
四
2
1
3
③
）

頼
長
に
摂
猿
の
座
を
譲
与
す
る
こ
と
に
つ
い
て
父
忠
実
と
長
男
忠
通
と
が
正
面
衝
突
と
な
る
。
「
仰
天
ス
」
は
両
者
の
や
り
と
り
に
用
い
ら

れ
て
大
い
に
驚
き
欺
く
こ
と
を
表
す
。

2
9
結
句
寄
手
東
西
の
坂
よ
り
追
つ
立
て
ら
れ
、
引
き
退
き
た
る
兵
ど
も
は
京
中
に
な
は
足
を
留
め
ず
、
十
方
へ
落
ち
行
き
け
る
あ
ひ
だ
、

洛
中
以
っ
て
の
外
に
無
勢
に
成
っ
て
、
い
か
が
は
せ
ん
と
仰
天
す
。
（
太
平
記
巻
十
七
京
都
両
度
軍
の
事
）

軍
勢
が
不
意
に
洛
中
に
充
満
し
て
い
る
と
い
う
非
常
事
態
に
対
し
て
、
武
家
方
で
は
ど
う
し
た
も
の
か
と
い
う
場
面
に
使
わ
れ
て
い
る
「
仰

天
ス
」
は
大
変
驚
い
た
り
欺
い
た
り
す
る
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

3
0
内
へ
ナ
ワ
ニ
取
付
テ
子
ノ
母
取
上
二
人
ル
、
既
二
引
上
テ
母
ト
モ
ニ
取
ン
ト
ス
ル
こ
、
井
筒
ノ
キ
ワ
ヨ
リ
又
中
へ
落
人
ル
、
抱
く
ト
思



ヒ
仰
天
シ
テ
、

夢
心
二
情
二
不
大
政
二
如
比
、
（
多
聞
院
日
記
二
1
9
1
下
⑮
）

3
1
知
足
尾
二
泊
ノ
夢
二
、
大
風
廉
ニ
ワ
ノ
池
ノ
ア
リ
シ
カ
、
則
時
こ
水
減
、
大
地
震
、
仰
天
テ
ニ
ワ
ニ
出
レ
ハ
、
ク
ソ
ヲ
フ
ミ
、
足
ヲ
洗

ト
見
了
、
不
吉
也
云
々
、
（
同
右
三
相
下
⑪
）

二
例
と
も
夢
に
突
然
起
こ
っ
た
恐
怖
を
感
じ
る
事
件
に
「
仰
天
ス
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
仰
天
ス
」
は
非
常
に
驚
き
慌
て
る
こ
と
を
表

し
て
い
る
。
右
掲
し
た
同
じ
『
多
聞
院
日
記
』
の
例
佃
「
天
ヲ
仰
グ
」
と
比
べ
て
み
れ
ば
、
両
者
は
意
味
が
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
室
町
時
代
に
な
っ
て
、
「
仰
天
ス
」
と
い
う
字
音
よ
み
に
よ
る
変
化
義
が
巳
に
存
し
て
い
て
も
、
「
天
ニ
（
ヲ
）
仰
グ
」
が
全
く
そ
の
影
響

を
受
け
ず
に
、
依
然
と
し
て
本
来
の
意
味
の
ま
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。
つ
ま
り
「
天
こ
（
ヲ
）
仰
グ
」
と
「
仰
天
ス
」

は
相
互
排
斥
と
い
う
関
係
で
は
な
く
、
各
々
の
意
味
範
囲
を
保
ち
な
が
ら
、
共
存
関
係
を
維
持
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
は
『
伊
曽
保

物
語
』
に
於
け
る
「
天
二
伸
グ
」
と
「
仰
天
ス
」
の
意
味
関
係
か
ら
も
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

3
2
其
時
シ
ャ
ン
ト
仰
天
し
て、
ひ
そ
か
に
イ
ソ
ポ
を
近
づ
け
、
（
伊
曽
保
物
語
上
3
3
②
）

3
3
そ
の
庭
鳥
を
さ
し
放
し
、
あ
と
を
兄
か
へ
る
ひ
ま
に
、
庭
鳥
す
で
に
木
に
の
ぼ
れ
ば
、
狐
お
は
き
に
仰
天
し
て
、
む
な
し
く
山
へ
ぞ
帰

り
け
る
。
（
同
右
下
1
0
4
①
）

「
仰
天
ス
」
は
大
変
び
っ
く
り
す
る
こ
と
を
示
し
、
同
物
語
に
見
え
る
右
記
の
例
㈲
「
天
二
仰
グ
」
と
意
味
が
は
っ
き
り
違
っ
て
い
る
。

「
仰
天
ス
」
は
「
大
い
に
驚
い
た
り
欺
い
た
り
す
る
」
と
い
う
意
味
と
し
て
日
本
文
献
に
用
い
ら
れ
て
い
る
た
め
、
右
掲
し
た
室
町
時
代

成
立
の
古
辞
書
に
は
「
仰
天
」
に
対
し
て
「
驚
怖
、
お
ど
ろ
く
」
な
ど
の
注
釈
が
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
『
邦
訳
日
葡
辞
書
』

に
も
次
の
よ
う
な
解
釈
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

G
u
i
賢
e
n
（
毒
淵
）
T
e
n
n
i
a
u
O
g
u
（
淵
符
喜
八
こ
ヰ
帝
計
雪
O
d
O
r
O
g
u
（
薄
（
）
嘩
扇
ノ
g
u
i
営
e
n
s
u
r
u
（
壱
測
叫
か
）
漱
（
0
（
U
O
N
琳
）

更
に
次
に
挙
げ
る
用
例
の
「
驚
天
ス
、
驚
願
ス
」
の
よ
う
に
、
本
来
「
仰
天
」
で
表
記
す
べ
き
と
こ
ろ
に
、
意
味
に
基
づ
い
た
表
記
を
可

能
な
ら
し
め
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。

「
仰
天
」
の
　
よ
　
み
　
と
　
意
　
味



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

き
や
う
て
ん

△
師
弟
も
ろ
と
も
に
驚
天
し
て
お
は
し
ま
す
。
（
赤
木
文
庫
蔵
愛
宕
地
蔵
之
物
語
5
0
6
下
⑥
）

一

一

〇

△
竪
轢
ト
ツ
＼
ラ
メ
ニ
シ
テ
マ
ツ
コ
ウ
テ
ア
ツ
＼
ル
ヲ
不
見
、
而
俄
見
ア
ッ
ト
驚
顛
シ
テ
ツ
＼
ケ
テ
人
ヲ
見
夕
頁
也
（
杜
詩
統
翠
抄
十
㍑
⑤
）

以
上
、
「
天
ニ
（
ヲ
）
仰
グ
」
と
「
仰
天
ス
」
に
つ
い
て
そ
の
意
味
用
法
を
考
察
し
て
き
た
。
日
本
語
に
流
入
し
た
「
仰
天
」
の
両
よ
み
の

成
立
に
つ
い
て
の
先
後
関
係
及
び
よ
み
に
よ
る
意
味
の
違
い
な
ど
の
点
が
判
明
し
た
か
と
思
う
。
以
下
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
漢

字
表
記
で
よ
み
の
不
明
で
あ
る
「
仰
天
」
を
巡
っ
て
そ
の
意
味
用
法
を
検
討
し
、
意
味
の
比
較
に
よ
っ
て
よ
み
の
確
定
を
試
み
る
。

C
　
漢
字
表
記
の
「
仰
天
」
の
意
味

漢
字
表
記
の
「
仰
天
」
は
平
安
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
公
家
日
記
な
ど
の
古
記
録
類
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
用
法
は
「
天

ニ
（
ヲ
）
仰
グ
」
「
仰
天
ス
」
と
異
な
る
独
特
な
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
両
者
と
の
関
連
性
を
持
っ
て
い
る
も
の
な
の
か
。
以
下
、
そ
れ
ら

の
点
に
つ
い
て
考
究
を
進
め
る
。
先
ず
今
回
検
出
で
き
た
漢
字
表
記
の
最
も
早
い
「
仰
天
」
の
例
を
挙
げ
て
そ
の
意
味
用
法
を
考
え
る
。

〔
地
シ
キ
セ
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
深
〕

3
4
十
五
日
、
己
未
、
左
衛
門
督
頼
通
卿
参
春
日
、
雲
上
侍
臣
、
北
下
四
位
五
位
六
位
悉
以
催
伎
随
身
参
入
、
為
不
饗
應
、
除
結
盆
怨
云
々
、

大
和
国
司
輔
対
＼
　
仰
天
抱
膝
、
無
方
供
給
云
々
、

（
小
右
記
二
1
6
8
⑤
寛
弘
八
（
塑
年
二
月
十
五
日
条
）

C
f
毎
農
夕
従
容
、
常
抱
膝
長
哺
（
襲
松
之
注
引
三
国
貌
魚
蒙
攻
略
）

キ
ヤ
ウ
セ
レ
ハ
ノ
ノ
ハ
ー
キ
タ

C
f
縄
状
碑
負
獄
傍
盗
士
抱
膝
仰
歎
（
大
谷
大
学
本
三
教
指
蹄
注
集
巻
下
3
オ
①
）

「
仰
天
」
は
参
入
者
が
あ
ま
り
に
多
い
と
い
う
前
文
と
「
無
方
供
給
」
の
後
続
文
と
を
合
せ
て
考
え
る
と
、
大
和
国
司
藤
原
輔
声
が
単
に

天
を
見
上
げ
る
だ
け
で
は
な
く
、
参
考
例
の
「
抱
膝
」
に
続
い
た
感
情
表
現
の
よ
う
に
「
歎
息
」
ま
た
は
思
い
の
ほ
か
の
多
い
参
入
者
に
「
驚

く
」
と
い
う
よ
う
な
気
持
ち
も
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
但
し
、
「
仰
天
ス
」
の
よ
う
な
意
味
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
そ
の
方

向
に
傾
斜
し
て
い
る
。
「
仰
天
」
は
「
抱
膝
」
と
対
を
成
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
た
め
、
「
顔
を
上
げ
て
上
の
方
を
見
る
」
と
い
う
具
体
的
な

動
作
性
を
保
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
従
っ
て
、
「
仰
天
」
は
「
天
ニ
（
ヲ
）
仰
グ
」
と
訓
読
さ
れ
た
方
が
妥
当
で
は
な
い
か
。

3
5
蛙
虫
遍
満
国
々
撮
津
・
伊
勢
・
近
江
・
播
磨
云
々
、
又
所
聞
之
国
々
、
災
禍
芳
起
、
貴
賎
仰
天
、
今
日
不
可
間
食
内
議
之
由
、
（
小
右
記



四
2
1
3
②
寛
仁
元
（
塑
年
八
月
三
日
条
）

C
f
蛙
虫
遍
満
、
到
撮
津
国
者
、
是
只
所
聞
及
、
諸
国
一
同
、
天
災
軟
、
時
務
非
理
、
災
狭
得
所
玖
矧
哉
、
（
同
右
八
月
二
日
条
）

C
f
近
日
山
城
、
丹
波
蛙
虫
成
災
万
人
凰
苛
、
（
同
右
七
月
二
十
八
日
条
）

参
考
例
の
よ
う
に
蛙
虫
の
災
に
つ
い
て
の
報
告
を
受
け
て
「
悲
」
「
愁
苦
」
の
感
情
を
表
出
し
て
い
る
。
し
か
し
、
同
じ
災
禍
を
書
き
記
し

た
例
鮎
を
見
る
と
、
「
仰
天
」
の
み
で
、
あ
る
べ
き
感
情
表
現
は
見
当
た
ら
な
い
。
ま
た
、
右
の
考
察
で
分
る
よ
う
に
「
天
ニ
（
ヲ
）
仰
グ
」

は
「
味
嘆
、
歎
息
」
な
ど
の
感
情
表
現
と
共
起
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
例
個
で
は
「
仰
天
」
を
以
て
文
を
切
っ
て
い
る
。
更
に
「
災

禍
芳
起
」
と
い
う
突
発
的
で
不
安
を
感
じ
る
前
文
を
も
考
え
合
せ
る
と
、
「
仰
天
」
は
「
天
ニ
（
ヲ
）
仰
グ
」
の
示
す
「
顔
を
上
げ
て
上
（
空
）

の
方
を
見
る
」
と
い
う
よ
り
も
寧
ろ
「
歎
、
愁
、
驚
」
な
ど
の
よ
う
な
情
感
を
表
す
意
味
が
濃
厚
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
か
か
る
意
味

用
法
の
「
仰
天
」
　
は
「
仰
天
ス
」
と
一
語
と
し
て
扱
わ
れ
る
方
が
自
然
で
は
な
い
か
。
但
し
、
意
味
と
し
て
は
鎌
倉
時
代
に
見
ら
れ
た
「
大

い
に
驚
く
」
と
い
う
意
味
の
み
な
ら
ず
、
「
歎
、
愁
」
な
ど
も
内
包
し
て
い
る
と
言
え
る
。

3
6
凡
近
代
従
去
春
三
月
以
後
、
大
所
上
卿
己
絶
了
、
七
排
之
憂
、
仰
天
伏
地
訴
此
事
也
。
（
中
右
記
巻
三
1
6
1
⑩
）

「
仰
天
」
は
「
伏
地
」
と
共
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
右
に
考
察
し
た
「
天
ニ
（
ヲ
）
仰
地
二
伏
」
と
い
う
慣
用
的
表
現
は
「
仰
天
伏
地
」
と

い
う
漢
語
表
現
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
訓
読
し
て
始
め
て
形
成
で
き
た
の
で
あ
る
。
例
㈱
の
「
仰
天
伏
地
」
は
「
天
こ
　
（
ヲ
）
仰
地
二
伏
」
と
同

じ
意
味
用
法
で
、
あ
ま
り
の
悲
痛
に
身
悶
え
し
な
が
ら
、
「
訴
此
事
」
と
解
さ
れ
る
。
「
仰
天
伏
（
臥
）
地
」
は
鎌
倉
時
代
の
文
献
に
も
散
見
す

る
。3
7
十
三
日
御
喪
事
〓
疋
云
々
、
哀
働
之
至
、
無
物
取
喩
、
年
来
倫
待
再
観
、
今
巳
聞
此
事
、
仰
天
伏
地
、
迷
惑
之
外
無
他
耳
。
（
平
戸
記
二

2
2
0
下
⑤
）

3
8
仰
天
臥
地
令
泣
沸
申
云
、
（
鎌
倉
遺
文
八
川
下
⑬
）

3
9
持
参
硯
蓋
、
経
公
卿
前
人
階
間
置
御
座
前
中
央
、
讐
（
一
傑
天
白
羞
倒
記
2
6
4
⑤
）

「
仰
天
」
　
の
　
よ
　
み
　
と
　
意
　
味

一

一

一



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二

朝
廷
と
い
う
場
と
「
置
御
座
前
中
央
」
と
い
う
前
文
か
ら
推
し
て
、
例
㈱
「
仰
天
」
の
「
天
」
は
空
間
の
「
天
」
で
は
な
く
、
「
天
皇
」
の

意
味
を
表
す
の
で
あ
る
。
「
仰
天
」
は
「
天
皇
二
伸
グ
」
意
味
で
用
い
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
硯
蓋
を
御
座
中
央
に
置
く
場
合
は
天
皇
を
拝
謁
し

て
か
ら
「
置
之
」
の
が
礼
法
に
適
う
作
法
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
「
仰
天
」
は
『
玉
葉
』
に
も
見
ら
れ
る
。

4
0
相
論
之
間
、
泰
親
朝
臣
仰
天
而
講
天
判
、
若
泰
親
申
非
聾
、
申
彗
者
可
蒙
天
罰
（
玉
葉
三
6
2
下
⑩
）

「
仰
天
」
の
「
天
」
は
例
中
の
「
天
判
」
の
「
天
」
と
同
様
に
「
天
皇
」
の
こ
と
を
指
す
か
と
思
わ
れ
る
。
か
か
る
「
天
」
の
成
立
は
「
天

（8）

皇
」
と
い
う
日
本
的
な
称
号
に
由
来
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
天
皇
二
仰
グ
」
こ
と
を
表
す
「
仰
天
」
は
、
中
国
語
に
は
確
認
で
き
ず
、

日
本
文
献
に
於
い
て
も
右
の
例
の
示
す
が
如
く
日
記
類
に
偏
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

4
1
天
下
事
起
自
倉
卒
、
人
皆
仰
天
云
々
、
（
玉
葉
三
9
3
3
上
⑧
）

「
天
下
の
事
倉
卒
よ
り
起
り
」
と
い
う
前
文
の
突
発
的
な
出
来
事
に
対
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
、
感
情
を
伴
わ
ず
に
単
独
で
使
わ

れ
て
い
る
こ
と
と
を
合
せ
て
考
え
る
と
、
「
仰
天
」
は
「
倉
卒
よ
り
起
こ
っ
た
こ
と
に
」
大
い
に
驚
き
欺
く
と
い
う
こ
と
を
表
し
て
、
「
仰
天

ス
」
と
字
音
よ
み
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

昭
剛
右
大
将
家
令
レ
下
王
国
関
東
料
。
前
後
陸
兵
以
下
供
奉
人
如
二
御
入
洛
之
時
パ
但
駿
河
守
康
綱
今
暁
忽
逐
電
。
家
人
等
皆
不
レ
知
レ
之
。

仰
天
云
々
。
喜
妻
鏡
第
十
4
2
8
⑦
）

相
随
し
て
関
東
に
帰
る
べ
き
駿
河
守
廣
綱
が
「
忽
逐
電
」
し
た
の
に
対
し
て
、
例
㈱
と
同
じ
く
大
変
驚
く
と
い
う
気
持
ち
は
強
烈
で
あ
る

が
、
困
惑
、
歎
息
す
る
よ
う
な
心
情
も
含
ん
で
い
る
と
見
ら
れ
る
。
但
し
、
次
の
『
吾
妻
鏡
』
の
「
仰
天
」
は
只
「
大
い
に
驚
く
」
と
い
う

こ
と
を
表
す
の
み
で
用
い
ら
れ
て
、
意
味
内
容
の
限
定
化
を
見
せ
て
い
る
。
同
時
代
の
和
漢
混
清
文
に
於
け
る
「
大
い
に
驚
く
」
こ
と
の
み

を
表
す
「
仰
天
ス
」
も
合
せ
て
考
え
る
と
、
鎌
倉
時
代
の
「
仰
天
ス
」
は
平
安
時
代
の
よ
う
な
「
歎
、
愁
」
な
ど
の
意
味
を
捨
象
し
て
「
大

い
に
驚
く
」
だ
け
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。

禦
五
月
廿
九
日
）
相
州
。
武
州
等
卒
二
大
軍
一
上
洛
事
。
今
日
達
二
叡
聞
l
云
々
。
院
中
上
下
河
魂
云
々
。
（
六
月
二
目
）
為
レ
傾
二
官
軍
参
洛



之
東
士
不
レ
知
二
幾
千
万
乏
由
中
之
。
院
申
請
人
仰
天
之
外
無
レ
他
云
々
。
（
吾
妻
鏡
第
廿
五
7
7

0
⑨
承
久
三
（
12
2
1
）
年
六
月
一
日
）

同
じ
関
東
の
大
軍
が
上
洛
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
五
月
廿
九
日
条
に
「
院
中
上
下
」
が
「
消
レ
魂
」
、
一
方
、
六
月
一
日
条
に
「
院
申
請
人
」

が
「
仰
天
」
と
、
類
義
的
な
表
現
が
別
々
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
記
録
者
の
同
じ
心
境
を
表
す
た
め
に
表
現
上
の
重
複
を
避
け
よ

う
と
い
う
意
識
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
「
仰
天
」
は
「
消
レ
魂
」
の
示
す
「
非
常
に
驚
く
」
の
意
味
と
同
じ
と
考
え
ら
れ
る
。

4
4
災
変
最
前
之
政
途
、
其
法
可
然
哉
、
凡
未
曽
有
事
也
、
如
此
御
政
一
切
不
可
叶
事
也
、
凡
世
間
之
法
、
諸
人
仰
天
之
外
無
他
欺
、
世
上

紺
口
、
莫
言
々
々
。
（
平
戸
記
三
5
7
下
①
）

C
f
今
有
此
事
、
希
異
之
変
災
也
、
心
詞
不
及
云
々
、
此
事
返
々
可
恐
々
々
天
下
之
様
尤
不
審
也
、
不
能
具
記
、
矧
倒
之
外
無
他
、
（
同
右
6
7

上
②
）

同
じ
災
変
（
彗
星
の
出
現
）
に
「
仰
天
」
と
「
驚
恐
」
と
が
用
い
ら
れ
て
、
「
大
い
に
驚
き
怖
れ
る
」
気
持
ち
を
表
し
て
い
る
。

以
上
、
平
安
、
鎌
倉
時
代
文
献
に
於
け
る
漢
字
表
記
の
「
仰
天
」
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
。
意
味
用
法
と
し
て
は
「
仰
天
ス
」
と
、
「
天

こ
（
ヲ
）
仰
グ
」
と
重
な
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
「
天
皇
二
伸
グ
」
と
い
う
漢
字
表
記
「
仰
天
」
の
独
特
な
も
の
も
あ
る
。
尚
、
「
仰
天
ス
」
と
類

似
し
た
意
味
に
は
、
「
大
い
に
驚
く
」
と
い
う
も
の
も
あ
れ
ば
、
「
歎
、
愁
」
な
ど
も
含
め
て
い
る
も
の
も
多
く
あ
る
。

さ
て
、
室
町
時
代
の
漢
字
表
記
「
仰
天
」
は
如
何
に
し
て
用
い
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
十
四
例
も
検
出
で
き
た
『
多
聞
院
日
記
』
（
一

～
三
）
に
於
け
る
「
仰
天
」
を
中
心
に
検
討
を
加
え
よ
う
。

4
5
今
日
四
過
二
郡
山
こ
テ
順
慶
腹
切
ス
（
ト
）
申
来
、
以
外
仰
天
ノ
虞
順
慶
ニ
テ
ハ
ナ
シ
、
俸
五
二
腹
切
々
了
ト
申
来
、
肝
消
ス
虞
ソ
レ
モ

ウ
ソ
也
（
多
聞
院
日
記
三
2
2
6
下
⑪
）

「
仰
天
」
は
同
じ
「
腹
切
」
に
対
し
て
用
い
る
「
肝
消
ス
」
と
同
じ
非
常
に
び
っ
く
り
す
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
記
録
者
の
同
事
件
に

同
じ
言
葉
を
使
わ
な
い
よ
う
に
類
義
的
な
表
現
を
用
い
る
と
い
う
工
夫
が
伺
え
る
。

4
6
去
六
日
成
ノ
終
こ
、
両
度
マ
テ
大
地
震
、
仰
天
華
、
帝
尺
動
云
々
、
（
同
右
一
2
6
8
上
⑩
）

「
仰
天
」
　
の
　
よ
　
み
　
と
　
意
　
味
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二
四

「
仰
天
」
は
「
大
地
震
」
に
大
変
驚
い
た
こ
と
を
表
す
。
『
多
聞
院
日
記
』
　
（
一
－
三
）
に
見
え
る
漢
字
表
記
の
「
仰
天
」
は
例
㈹
の
「
腹
切
」

の
よ
う
な
意
外
で
、
突
発
的
な
事
件
に
よ
る
も
の
が
八
例
で
、
例
㈹
の
「
大
地
震
」
な
ど
の
自
然
災
害
の
突
然
発
生
に
よ
る
も
の
が
六
例
と

な
っ
て
い
る
。
「
仰
天
」
を
生
じ
さ
せ
た
出
来
事
か
ら
見
れ
ば
、
十
四
例
の
「
仰
天
」
は
い
ず
れ
も
「
大
い
に
驚
く
」
と
い
う
意
味
を
表
し
、

意
味
内
容
の
限
定
化
を
遂
げ
た
か
と
思
う
。

但
し
、
室
町
時
代
の
漢
字
表
記
の
「
仰
天
」
は
、
す
べ
て
右
例
の
よ
う
な
意
味
用
法
で
使
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
次
の
例
の
よ
う
に
「
天

ニ
（
ヲ
）
仰
グ
」
と
い
う
よ
み
で
、
中
国
語
の
本
来
の
意
味
用
法
を
継
承
し
て
い
る
も
の
も
見
ら
れ
る
。

4
7
道
路
ヲ
失
ヒ
仰
天
拭
涙
伏
地
叫
ケ
リ
　
（
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
中
5
0
下
⑤
）

4
8
歓
喜
ノ
眉
ヲ
開
ン
。
諸
俳
モ
亦
然
ン
ト
示
シ
給
フ
カ
ト
思
へ
バ
夢
璧
ヌ
。
藤
次
仰
天
信
心
ヲ
至
シ
。
（
同
右
上
3
0
下
②
）

以
上
、
よ
み
の
明
ら
か
で
な
い
漢
字
表
記
の
「
仰
天
」
　
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
分
析
に
基
づ
け
ば
そ
の
意
義
は
次
の
よ
う
に
帰
納
で

き
る
。目
顔
を
上
に
向
け
て
上
（
空
）
　
の
方
を
見
る

目
敬
っ
て
天
皇
を
見
上
げ
る

臼
大
い
に
驚
き
欺
く

残
り
の
漢
字
表
記
の
「
仰
天
」
を
分
析
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
も
以
上
の
三
つ
の
意
義
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。

尚
、
「
仰
天
」
の
よ
み
に
つ
い
て
は
、
よ
み
の
明
ら
か
な
「
天
ニ
（
ヲ
）
仰
グ
」
「
仰
天
ス
」
の
意
味
と
比
較
し
て
み
れ
ば
、
H
と
臼
の
意
味
を

表
す
「
仰
天
」
は
各
ミ
　
「
天
ニ
（
ヲ
）
仰
グ
」
「
仰
天
ス
」
と
意
味
的
に
は
重
な
っ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
と
同
じ
よ
う
な
よ
み
を
す
る
と
推
定

さ
れ
る
。
一
方
、
日
の
意
味
の
「
仰
天
」
は
「
仰
グ
」
対
象
は
H
の
と
異
な
る
が
、
意
味
的
に
考
え
れ
ば
、
「
仰
天
ス
」
よ
り
「
天
ニ
（
ヲ
）

仰
グ
」
と
同
じ
よ
う
に
訓
む
方
が
適
当
で
は
な
い
か
と
判
定
さ
れ
よ
う
。



結
　
　
　
び

以
上
の
考
察
を
通
し
て
本
稿
の
主
旨
は
次
の
よ
う
に
纏
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
中
国
語
に
出
典
を
持
つ
「
仰
天
」
は
早
く
も
奈
良
時
代
文

献
に
現
れ
て
、
中
国
語
の
本
来
の
意
味
用
法
の
ま
ま
で
用
い
ら
れ
、
「
天
こ
（
ヲ
）
仰
グ
」
と
い
う
よ
み
方
を
以
て
中
国
語
の
連
語
形
式
に
対

応
し
た
。
以
来
、
平
安
、
鎌
倉
時
代
を
経
て
室
町
時
代
に
至
っ
て
も
「
天
ニ
（
ヲ
）
仰
グ
」
と
い
う
よ
み
は
存
続
し
っ
づ
け
て
、
意
味
も
中
国

語
の
本
来
の
も
の
と
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
「
天
ニ
（
ヲ
）
仰
グ
」
に
続
い
て
「
仰
天
ス
」
と
い
う
字
音
よ
み
が
生
ま
れ
て
き
た
。
「
仰
天
ス
」
は

そ
の
字
音
よ
み
の
登
場
に
伴
っ
て
、
「
天
こ
（
ヲ
）
仰
グ
」
と
異
な
り
、
中
国
語
に
は
見
え
な
い
新
し
い
意
味
が
発
生
し
た
。
い
わ
ば
、
よ
み

に
よ
る
意
味
変
化
が
起
こ
っ
た
。
こ
の
二
種
類
の
よ
み
は
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
意
味
を
表
す
た
め
、
共
存
の
道
を
歩
み
つ
づ
け
る
。
尚
、
彼
様

な
意
味
変
化
は
、
中
国
語
の
「
仰
天
」
も
日
本
語
の
「
天
ニ
（
ヲ
）
仰
グ
」
も
多
く
は
「
歎
、
驚
」
な
ど
の
感
情
表
現
と
共
起
し
て
そ
の
状
態

を
表
す
と
い
う
用
法
上
の
特
徴
が
そ
の
土
台
と
な
っ
て
、
「
天
ニ
（
ヲ
）
仰
グ
」
の
連
語
形
式
か
ら
「
仰
天
ス
」
と
い
う
〓
謡
に
変
容
し
た
こ

と
に
伴
っ
て
、
常
に
共
起
す
る
感
情
表
現
の
意
味
ま
で
吸
収
し
て
出
来
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
い
わ
ば
、
本
来
の
意
味
と
変
化

し
た
意
味
と
の
間
に
用
法
上
の
関
連
性
が
内
在
し
て
い
る
こ
と
は
意
味
変
化
の
一
因
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
生
々
し
い
強
い
表
現
効
果
を

狙
お
う
と
い
う
表
現
意
識
も
働
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
仰
天
ス
」
を
使
う
と
、
本
来
の
「
天
二
仰
グ
」
と
い
う
具
象
性
を
想
起

さ
せ
な
が
ら
「
驚
く
」
を
表
す
こ
と
に
な
り
、
単
に
「
驚
く
」
と
言
う
よ
り
そ
の
「
驚
き
」
が
つ
よ
く
て
如
実
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
は
右
記
の
例
㈱
の
「
仰
天
ス
」
を
使
う
所
に
、
参
考
例
で
は
「
驚
く
」
で
は
な
く
「
大
い
に
驚
く
」
を
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
も
示
唆

さ
れ
よ
う
。
ま
た
、
「
驚
、
歎
、
愁
」
な
ど
の
多
様
な
感
情
を
表
出
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
の
程
度
の
甚
し
さ
を
も
表
す
こ
と
が
出
来

る
。
彼
様
な
表
現
上
の
幅
を
き
か
せ
る
適
応
性
、
便
宜
性
も
「
仰
天
」
の
意
味
を
変
化
さ
せ
た
背
景
の
一
つ
と
言
え
う
。

「
仰
天
」
は
よ
み
に
よ
る
意
味
変
化
が
生
じ
た
漢
語
の
一
例
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
漢
語
の
意
味
変
化
の
要
因
を
考
え
る
場
合
、

よ
み
に
よ
る
こ
と
に
も
注
目
を
要
す
る
。

「
仰
天
」
の
　
よ
　
み
　
と
　
意
　
味



注（1）
（2）
（3）
（4）

鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

拙
稿
「
『
延
慶
本
平
家
物
語
』
に
於
け
る
漢
字
表
記
譜
の
よ
み
と
意
味
に
つ
い
て
－
　
「
心
地
」
を
中
心
に
ー
」
　
（
『
国
文
学
致
』
1
2
7
号
広
島
大
学
国
語

国
文
学
会
）
、
「
漢
語
の
意
味
変
化
に
つ
い
て
ー
　
「
以
外
」
を
中
心
に
－
」
　
（
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
第
1
9
輯
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

あ
め

『
万
葉
集
』
に
も
「
仰
レ
天
」
（
巻
九
嬰
が
一
例
見
ら
れ
て
「
天
仰
ぎ
」
と
訓
ま
れ
て
い
る
。

『
漢
語
大
詞
典
』
（
上
海
辞
書
出
版
社
）
巻
一
1
2
0
8
頁

今
回
調
査
し
た
限
り
の
奈
良
時
代
か
ら
室
町
時
代
ま
で
の
日
本
文
献
で
は
、
「
天
二
伸
グ
」
は
殆
ど
で
あ
る
が
、
例
㈲
と
物
の
よ
う
に
「
天
ヲ
仰

グ
」
と
訓
読
さ
れ
る
例
も
二
例
見
え
る
。
「
天
二
仰
グ
」
と
「
天
ヲ
仰
グ
」
は
統
語
上
で
は
「
ニ
」
と
「
ヲ
」
と
の
違
い
が
存
し
て
い
る
が
、
意
味

的
に
は
両
者
と
も
「
空
（
上
）
を
見
上
げ
る
」
と
い
う
意
味
を
表
し
、
特
に
弁
別
的
な
意
味
の
差
異
が
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
従
っ
て
、
本
稿
で
は

両
者
を
意
味
的
に
分
け
る
こ
と
な
く
扱
う
次
第
で
あ
る
。
敢
え
て
差
異
を
求
め
る
な
ら
ば
、
「
天
二
仰
グ
」
は
、
方
向
性
を
際
立
た
せ
る
の
に
対
し

て
、
「
天
ヲ
仰
グ
」
は
「
仰
グ
」
と
い
う
動
作
を
直
接
に
受
け
る
目
的
語
に
重
点
を
置
い
て
表
現
す
る
と
い
っ
た
機
能
的
な
微
差
が
感
じ
ら
れ
る
。

（
5
）
　
「
T
評
i
a
u
O
g
u
i
も
h
i
n
i
f
u
s
u
二
頴
符
毒
鳩
ノ
甚
符
浣
ヰ
）
叫
¶
鴻
符
泡
召
「
バ
ぐ
レ
か
昂
什
皆
ノ
司
苺
皆
帝
昏
睡
ヰ
か
昂
什
管
符
ノ
　
餅
か
ぐ
エ
沖
洲
畔
知

行
馬
ノ
餅
か
ぐ
エ
陣
直
行
符
騙
蒔
く
エ
日
録
か
」
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。
（
『
邦
訳
自
衛
辞
書
』
4
0
頁
、
岩
波
書
店
）

（
6
）
　
『
今
昔
物
語
集
』
　
の
当
該
個
所
の
頭
注
に
よ
れ
ば
「
天
二
仰
グ
」
と
同
義
と
さ
れ
る
。

（
7
）
　
『
今
昔
物
語
集
』
　
（
大
系
本
）
　
の
頭
注
に
よ
れ
ば
「
手
ヲ
捧
テ
」
は
「
洪
手
傍
観
の
意
か
」
と
さ
れ
る
が
、
小
学
館
『
今
昔
物
語
集
』
で
は
「
驚
き

あ
わ
て
る
さ
ま
」
　
と
頭
注
さ
れ
て
い
る
。

（
8
）
　
拙
稿
「
漢
語
の
意
味
変
化
に
つ
い
て
－
　
「
天
気
」
を
中
心
に
－
」
　
（
『
広
島
国
際
研
究
』
第
一
巻
、
広
島
市
立
大
学
国
際
学
部
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

検
索
文
献

本
稿
の
為
に
調
べ
た
中
日
両
国
文
献
は
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
第
二
十
一
韓
に
収
め
ら
れ
て
い
る
拙
稿
「
「
民
個
」
小
考
」
と
同
じ
く
し
て
、
そ
れ
を

参
照
さ
れ
た
い
。



［
付
記
］

本
稿
は
平
成
九
年
度
鎌
倉
時
代
語
研
究
集
会
に
於
け
る
口
頭
発
表
を
も
と
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
、
諸
先
生
よ
り
貴
重
な
御
教
示
を
賜
わ

り
、
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
る
。

「
仰
天
」
の
　
よ
　
み
　
と
　
意
　
味




